







学位授与年月日 令和 3 年 3 月 31 日 
学位授与の要件 久留米大学大学院学則第 14 条 1 項第 2 号による 
学位論文題目 環境技術供与と国際協調の経済分析 
―環境技術革新と国際技術供与の理論的および実証的考察― 
論文審査委員会 主査 久留米大学経済学部教授  秋本耕二 
副査 久留米大学大学院比較文化研究科客員教授  原田康平 









境技術を生み出してきたのは N 国であり，地球規模での経済の成長をけん引している S 国
の生産および消費活動は，経済成長至上主義の歪な価値観を露呈している．問題をこのよう
にとらえると，経済成長至上主義を修正しつつ，人類の英知と倫理観を世界に敷衍するため
には，N 国から S 国への環境技術の供与が不可欠であることが分かる．この点が，本論文
の底を流れている根本的問題意識である.このような問題意識に立ち，本論文は，越境大気












































































部では，環境汚染物質削減の技術革新に注目し，N 国から S 国への環境技術供与について
分析している．その際，問題となるのは，技術革新は技術の進化的および動的変化をもたら
すという点である．すなわち，新技術の開発は更なる新技術を誘発する．このとき，モデル
は動学的文脈で構成されなくてはならない．そこで，本論文は，ゲームの進行とともに利得
が変化するスーパーゲームを採用し，これに，環境保持の新技術および生産性向上の新技術
の継続的登場という状況を組み込んでモデルを構成している．そして，このモデル解析を通
して，環境汚染防止のための継続的国際協調が発生する条件を考察している．得られる結論
は，国際協調を維持するためには，環境技術の供与に加え，生産性向上のための継続的技術
供与が必要であるという点である．分析は極めて高度な数学的証明を必要とし，モデルのオ
リジナリティを含め，林祖宝氏の貢献は大きいと評価される. 
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理論編に続く第二部（実証編）では中国の自動車産業を取り上げて，環境施術供与の重要
性を分析している．ここでは，中国への自動車技術供与の歴史と現状を分析したうえで，第
一部の理論編で得られた帰結，すなわち，「国際的環境の持続的保全には，不断の環境新技
術の発生が必要であり，S 国への環境新技術と生産技術の供与が不可欠である」という帰結
を，アンケート調査を通して，検証しようとしている．アンケートでは，環境新技術は，消
費者の意識の中では常に陳腐化し（すなわち，普通の技術となり），新技術の供与は，早晩
新技術の供与ではなくなる．林祖宝氏は，この点を，ハイブリッド技術に関するアンケート
より明らかにしている．理論的な問題意識を土台とするアンケート調査も，その論理性の正
確さにおいて高く評価される．  
 
審査結果の要旨 
新型コロナの感染拡大による学生および大学院生の久留米大学御井学舎への入構禁止を
受け，オンラインを利用した口頭試問を実施した．その後の審査委員会での審議の結果，林
祖宝氏の論文が博士（経済学）の学位に値する研究であることを全員一致で確認した． 
 
 
 
